
みんなのライフスキル　タイムズ　No.10(2021.10.1)

1

ときどき発行　No.10（2021.10.1）
ＪＩＹＤ　東京都港区高輪 4-10-63-302
TEL 03-3440-3373    FAX 03-3440-4447　MAIL info@jiyd.org

https://lionsquest-japan.org/みんなの
ライフスキルタイムズ

　
夏
に
実
施
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
ご
参
加
く
だ

さ
っ
た
皆
様
の
声
を
お

届
け
し
ま
す
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
楽
し
さ
や
学

び
が
伝
わ
る
声
ば
か
り
で

す
。
座
学
で
は
な
く
、
主

体
的
で
活
動
的
な
研
修
ス

タ
イ
ル
は
、
今
の
教
育
現

場
に
ぴ
っ
た
り
。
早
速

使
っ
て
み
た
い
、
こ
う
す

れ
ば
い
い
ん
だ
な
ど
、
実

際
の
教
育
現
場
で
の
活
用

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

参加者がつくる
ワークショップ！

1 日を通して活動主体の研修

で実りが大きくなりました。

実際にグループワークする側

にまわると、生徒たちがどん

な点に疑問を持つか、不安を

感じるか、達成感を得られる

か感じることができました。

聞いているだけではなく、動い

たり試したりと経験をしたこ

とで、実りのある研修になりま

した。コロナ禍もあり、一方通

行の授業になりがちでしたが、

気をつければできることもた

くさんあると分かった。

短時間で行えるゲームのよう

な楽しい活動から、しっかり

と考えさせる授業の展開ま

で、1 日を通して幅広く学ぶ

ことができとても勉強になり

ました。

前を向いていない生徒を向か

せる工夫がたくさんあり、参

考にしていきたいと思いまし

た。また初めて会う先生方と

一から授業を作って実際に

やってみるのがすごく楽し

かったです。
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広島県福山市

福岡県春日市

佐賀県神埼市

大分県豊後大野市

全国 20か所で開催
この夏、ワークショップを実施したのは全国 20
か所。コロナ禍の中、ライオンズクラブや学校関
係の皆様がさまざまな対策を講じてくださり、講
師も工夫をこらし、安全な環境で実施できました。
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Q. 趣味は？

A. ガーデニング＆ウォーキング

　ガーデニングは、菊づくりに凝っていま

す。枚方は菊人形などが有名です。数年前

から各学校に菊苗が届き、地域の菊づくり

の方や PTA の方とも一緒に育てます。今は自宅のガーデニングの

一つとして育てています。

　ウォーキングは、近くを歩くことだけでなく、日本ウォーキング

協会などが開催している全国のイベントに参加しています。今はコ

ロナ禍によりほとんどの大会が中止になっており残念です。

（左写真：交野にある『星のブランコ』という吊橋、上記名前下の

写真：京都鞍馬寺）

新しい認定講師誕生！
寺西　勉（大阪府枚方市在住）

2021 年 8 月、新しい認定講師が誕生！

寺西先生は、大阪府や枚方市の指導主事、中学校長を歴任され、現在は府教育

庁小中学校課の生徒指導アドバイザーとしてご活躍です。校長時代には、自校

のみならず市内の他の学校にもライオンズクエスト導入を実現。熱い闘志もや

さしさもある先生です。そんな寺西先生にインタビューしました！

Q. 座右の銘は？

A.  やらなかったより、 できなかったことのほうが価値あり

「やらなかった」は『０』でその場から前には進んでいない。「で

きなかった」は少なくとも自分が決めた目標や課題に対して、

挑戦したり解決しようとしたプロセスが残り、『０』ではな

く前進。

Q. ライオンズクエストの好きなところは？

A. 子どもだけでなく、 子どもたちに関わる全ての大人にとって『 成長を促すためのプログラム』

①ワークショップは・・・常にアクティブ！！

◇グループ活動を多く取り入れ、体を動かし、楽しく

交流しながら学ぶ

◇生徒役、先生役になって模擬授業を体験し、プログ

ラムの理解を深める

◇授業やクラスづくりについて、お互いに経験やアイ

デアを提供し合い、互いの財産として共有する

②楽しく学んだ先生が現場で・・・同僚性と協働性を

高めながら！！

◇子どもたちに「わかった・できた」という気持ちを

育み、自信を持って次への意欲や行動に繋げる

これが私の大好きな理由です！


